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平成 24 年度 第１回愛知目標達成のための侵略的外来種リスト 

作成に向けた植物ワーキング会合（11 月 2 日開催）においての 

特に検討が必要な意見及び対応案 

 
意見 事務局見解（対応案） 対応状況 
＜作成に関する方針に

ついて＞ 
・要注意外来生物につい

て、検討なしで原則とし

てリストに掲載すると

いうのは問題がある 

要注意外来生物の中にも侵略性の度合いが異なるも

のが含まれているため、基準に沿って評価を行い検討

する。要注意外来生物として既に選定されていること

は、情報として有用なため候補種リストとして活用す

る。 
（記述を「記載種は原則としてリストに掲載する」→

「記載種は重要な候補種であり、選定のための重要な

参考情報として活用する」とする） 

対応済 

＜リストの掲載種選定

手順について＞ 
・定着している種と未定

着の種は最初の段階で

明確に分けるべき 

論点の明確化のためにはまず、未定着の種と定着して

いる種を分けて議論することが望ましい。 
（まず、定着と未定着をわけて考える。そのように選

定の手順を整理した。資料４、p.1フロー） 

対応済 

＜リストの掲載種選定

手順について＞ 
・定着している種は定着

段階によっても評価す

べき 

定着している種の掲載種の選定に向けた評価は「被害

の重大性」「分布拡大・拡散の可能性」などによって

行う。定着段階は対策優先種の選定の際に緊急性や防

除手法検討可能性・対応目標の実現性等の観点から考

慮するものとする。（候補種リストを作成するにあた

っては定着段階等の情報を整理・記載し、カテゴリ区

分の決定や対策優先種の選定に活用する） 

要検討 

＜リストの掲載種選定

手順について＞ 
・対策優先種をはじめ掲

載種は定着初期のもの

を優先的に選ぶべきで、

まん延しているものに

ついては被害が甚大な

ものに限るべき。 

一般に、定着初期における対策は費用対効果も高く、

予防的観点から重点的に行われるべきであり、そのこ

とについては広く周知を行う必要がある。一方で、ま

ん延しているものにも生物多様性保全上、対策の重要

性が高いものは存在する。まん延期にあるものでは、

そのようなおそれの有無について評価し、選定を行

う。（それぞれの定着段階ごとに対応目標を記載する

ことで、防除の推進を図る。また、対策優先種の選定

の際には、緊急性や防除手法検討可能性・対応目標の

実現性等の観点から定着段階について考慮し、定着初

期のものは重要視する。） 
 

要検討 

資料 ５ 



2 

意見 事務局見解（対応案）  
＜リストの掲載種選定

手順について＞ 
・植物では、対策を考え

れば行動目標や対策優

先種の決定が先決。「未

定着」から「まん延期」

までから一律に対策優

先種を選ぶと効果が薄

くなる。フローの順序も

逆ではないか。 

意見を考慮し、以下のように対応する。（定着段階ご

とに、一律に（均一に）選定するものとはしない。対

策優先種については被害の重大性や侵入先の自然環

境への影響、特段の被害を有する等の観点から、ほか

の選定種に比較して、特に甚大な被害が予想され、対

策の緊急性の高いものを、防除の優先度の考え方に基

づき、総合的に評価・判断して選定し、対策優先種と

して明示することとする。） 

要検討 

＜定着段階の考え方に

ついて＞ 
・「定着初期」と「分布

拡大期」は区別が困難。

「定着／分布拡大期」と

してまとめてしまうの

が適当ではないか。 

現在の案では 5 都道府県未満とそれ以上及び南西諸
島や小笠原諸島が分布の中心のものに分けることで

整理している。（上記の整理でリストの作成作業を進

めるが、問題が生じれば再検討を行うこととする） 

要検討 

＜リストの性格・性質＞ 
・リストは網羅的である

のか、種類は絞られてい

るが実効性のあるもの

を目指すのかを決める

必要がある。 

様々な場面、様々な主体（防除主体、利用主体）に利

用できることを想定しているため、選定の結果、侵略

的な生物の選定種数が多くなったとしても、対策の方

向性や管理方法に係る付加情報及び対策の方針等の

カテゴリ分け等の公表時の工夫によって実効性を発

揮できるものを目指す。ただし、侵入生物の網羅的な

リストではない。 

要確認 

＜リストの名称＞ 
・「ブラックリスト」と

いう名称は影響が強す

ぎる。有用植物が入ると

すればその名称には反

対。 

ブラックリストという名称は仮称であり決定されて

いるものではない。その名称による影響力の強さによ

り、意図しない社会的な影響も想定される一方で、外

来生物問題の社会的な認知度の向上、対策の推進に寄

与する利点もあると考えられる。名称についてはリス

トの目的・内容に合致し、理解されやすい名称を提案

させて頂く。 

要確認 

 


